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Currently, subway construction in Bangkok, Thailand is underway in various parts of the city to reduce traffic congestion and traffic 

accidents. However, even if the subway opens, there are many places where the walking environment is not satisfactorily maintained 

from station to destination. Therefore, in this study, we calculated a walkability value as an index of ease of walking based on previous 

research, and quantitatively evaluated the walking environment., The various factors such as the width of the sidewalk, the pavement 

shape, and the number of obstacles were scored in the field survey and the walkability value calculated by AHP was used for the 

evaluation. As a result, we found that the farther away from the station or the main street, the lower the walkability value, and the road 

network to directly connect station should be improved. 

 

１． はじめに 

タイ・バンコク市（以下，バンコク市）では，増加す

る輸送需要への対応および慢性的な交通渋滞の緩和を

図るために都市内鉄道網の整備を進めており，2016年

には MRTパープルラインが開業した．しかしながら，

鉄道駅と周辺における歩行環境が整備されておらず，

大きな問題となっている．  

そこで，本ワークショップではパープルラインの駅

周辺における歩行環境の改善案を考えるため，今回は

“QGIS”を用いて歩行環境の実態や課題などを検証す

ることを目的とする． 

 

２． 調査方法 

本調査では，パープルラインMinistry of Public Health 

駅と Talad Bang Yai 駅を中心に半径 600m の範囲を対

象として，4班に分かれて Table 1のように調査を実施

した．調査内容として，歩道の幅員や段差の高さの計

測，歩道上の障害物の有無，舗装状況の観察や，歩行

空間の現状を確認するための動画を記録した． 

 

３． 調査結果 

これら現地調査の結果に基づき，小澤の既存研究 1)

を参考に道路構造、路上の環境、路上の設備の上位 3項

目を設定し、各項目にウェイトを掛け合わせることで

ウォーカビリティ値を算出し，歩行環境を定量的に評

価を行った． 

ここでいうウォーカビリティ値とは，“歩行しやすさ”  

 

Table 1.Research Methods 

 距離測定 

 

ビデオ記録 

 

日付 9月 14日～9月 16日 

対象 Ministry of Public Health 駅と 

Talad Bang Yai 駅を中心とした 

半径 600m以内に位置する歩道 

人員 13名 

内容 距離測定器を利用

して対象となる歩

道を計測. 

計測している様子

や歩道周辺の状況

を記録. 

Figure 1. Field Survey 

1:日大理工・学部・交通 2:日大理工・教員・交通 3:日大理工・院(前)・交通 
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に影響を与える幅員や路上駐車，舗装の状態など様々

な要因を数値化し，定量的に評価したものである． 

 その中でも特にウォーカビリティ値に大きく影響す

るものとしてウェイトの大きい歩車分離の有無が挙げ

られる。 

調査の結果判明した 2駅の半径 600mの円，歩行に速

度を 40m/分として、5，10，15分で到達可能な範囲を

作成し、各セクション（1セクションを 15m）におけ

るウォーカビリティ値と各調査地点の概略を以下，

Figure 2，Figure 3，Table 2に示す． 

Table 2. Status of Survey point 

 Ministry of 

Public Health St. 

Talad Bang Yai 

St. 

周辺施設 
保健省 

（行政機関） 

ショッピング 

センター 

バンコク中心

部からの距離 

11.6km 

From Siam St. 

(BTS) 

20.2km 

From Siam St. 

(BTS) 

 

 

Figure 2. Result of Ministry of Public Health Station 

 

Figure 3. Result of Talad Bang Yai Station 

 

両図が示す通り，駅周辺の幹線道路沿いではウォーカ

ビリティ値が概して高い傾向にあるが，路地や駅を離

れ住宅街のエリアに入ると値が低くなる傾向が読み取

れた．また、駅至近であっても舗装の損傷や路上駐車

などによりウォーカビリティ値が低く算出される区間

があった．その一方で，それらの問題点が無い場合，

駅から離れた区間であっても，高いウォーカビリティ

値が算出される場合も見受けられたことから駅との距

離はウォーカビリティ値に影響がないことが考えられ

る． Talad Bang Yai駅で、Ministry of Public Health駅

よりウォーカビリティ値が低くなった原因として、ス

カイウォークが整備されており、駅から直接ショッピ

ングモールへとアクセスできるようになっているた

め、幹線道路沿いの歩行環境の整備は進められていな

いためであると考えられる． 

また，駅から半径 600m の区域において，到達に 15

分以内に到達できないエリアが見られた．これは駅周

辺から住宅街への街路が枝状に構成されており，無秩

序な都市開発により非効率的な動線が形成されてしま

ったことが原因だと考えられる． 

 

４．おわりに 

 本稿では，現地での計測と観察から得られた評価指

標を用いて“QGIS”にウォーカビリティ値を反映し，

パープルライン駅周辺における歩行環境に関する検証

を行った．その結果，駅から半径 600m以内の範囲でウ

ォーカビリティの値にばらつきがあり，駅周辺の歩行

環境の整備が十分に為されていないことが明らかにな

った．このことから，ウォーカビリティ値の低い区域

の歩行環境を改善して、駅からの連続的な歩行空間を

整備する必要があることが示された。 

 最終的には，パープルライン駅周辺における歩行環

境を改善する必要があると考えており，今後の検討課

題である． 
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